
　大分県杵築市には、城下町の面
影を残す観光地があります。江戸
時代の街並みが今も多数残ってお
り、当時を偲ばせる催し物も多く、
週末には多くの観光客でにぎわい
ます。
　また、「武家屋敷群」が並び、
街並みや景観の保全に向けた街づ
くりが活発に進められています。

　しかし、地域全体に目を向けると、さまざまな問題が浮か
び上がってきます。▽高齢化や過疎に関する問題▽若い人材
の流出、農業や林業などの次代を受け継ぐ人材の不足▽女性
や高齢者の社会参加を支える受け皿がない▽地域コミュニ
ティーの希薄化―など、全国の地方社会が抱える問題が、こ
の杵築の地にも現実の問題として表れています。
　それらの問題を解決へと導く手法（ガイドライン）が国や
地方自治体など、さまざまな機関から示されています。大分
県が策定した長期総合計画「安心・活力・発展プラン」にも、
これらの問題を解決へ導く、さまざまな施策が示されてお
り、地域社会に活力を生み出しています。
　今回の設計に取り組むにあたり、地元杵築市が抱えるさま
ざまな問題を、少しでも解消できるような提案ができればと
思い、設計を行った。
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